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 Environmental influence of salt or of the other  neutral salts contained as impurities in it upon the 

growth of Vibrio sp. No. 10 and Micrococcus sp.  No.  2 was  studied. Maximum growth of both 

organisms occurs in  ca. 1 mol sodium chloride containing media. 

Additions of small amount  of magnesium salts were  stimulatory for their growth in media containing 1.0 

mol sodium chloride, while calcium chloride prevented the growth of two halophiles in the same  media 

Relatively a high concentration of sodium chloride is not an essential factor controlling the growth of 

these two  halophiles. In a low sodium chloride medium where the halophiles failed to grow,  Micro-

coccus sp.  No 2 could grow in environment of a high osmotic pressure with other salts or sugar.
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No．　IO及びMicr・c・ccus　sp・No．2として使用した．普通肉汁中には発育しな：いから試験は5％食塩

を含む培地を用いて実施した．

　2．2好塩細菌の発育速度の測定：前培養はIM・1食塩を含有する普通肉汁の24時間培養を使用し，

培養液5mlに対し0．Olm1宛を接種した．　Vi6rio　sp・No．10は30。C，　Micrococcus　sp。　No．2は25。Cに

培養した．その発育量は光電比色計（Filter　660）を使用して比濁的に測定L，．　Tran5n）ittance％で示したご

　3．塩類の阻害度試験：発育阻害度は次式によって算出した．

　　　　　　　　　　　　　do－d　　　　　　発育阻害度＝　　　　　　　　　　　　　　　　一×100
　　　　　　　　　　　　　do　一　ds

　　　　　　　　　　do……対照となる培養液中における細菌の発育量，　Optical　Density．

　　　　　　　　　　d……薬品を添加した培養液中の発育量，Optical　Density．

　　　　　　　　　　ds……培養液（接種前の）のOptical　Density．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　実　験　結　果

1，供試細菌の発育と食塩濃度の関係．

　両者は所謂典型的な好塩細菌の発育型を示し食塩を含まぬ肉汁中では全く発育し得ない．然るにF量gure
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　c
1及び2に示した如く’Vibri・sp・No・10は1M・1（約6％Nadl）食塩濃度附近に発育最適濃度をもち，

最低約0．2V．　ol（1，1％）最高約2，6Mol（14％）濃度に発育限界を示した．またIVIicrococcus　sp・No．2

は発育最適濃度は約1．OMo1であって，最低O．4Mol（2．2％），最高4，2Mol（24％）が略々その限界濃度

であった．

　従って少くとも発育に12％NaC1以上を要するUα1・bαcteriumとは異なる好塩細菌である．：Flannery　2）

に従えばVibrio　sp・No．10は：Facul’tative　H：alophile，　Micrococcus　sp・No．2はObligate　Halophileセこ

入るものである。

　なお化学用1級食塩と市販食卓塩を使用した場合，純粋に近いものよりも狭雑無機塩の多い食卓：塩を使

用した方が最適発育濃度以下ではよりよく発育する傾向が1匝cr・c・ccus　sp・No．2の場合に明らかに認

められ，－ H塩の品質が影響するととを示している（：Figure　2）。
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Fig・　1．　Effects　of　N±　aCL，　KCI，　Na2SO4，　MgC12

　and　MgSO4　on　the　growth　of　Vibrio　sp．　No．

　10．

　　ca－ew　NaCL　O－O　Table　salt
　　翻一魍　Na2SO4

　　ロー口MgSO4△＿△KCl
　　zx－A　Mgc12
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Fig．　2．　Effects　of　NaCl，　KCI，　INa2SO4，　MgC12，

　　　？．v（［gSO4，　glucose　and　sucrose　on　the　growth

　　of　Micrococcus　sp．　No．　2．

　　　　e－pt　NaC］　O－O　fi’able　salt
　　　　e・・ny＆　Gluco　se十〇．5％1）hT“aCl

　　　　g－pt　Na2SO4S－DMgSO4　O…OGIucose
　　　　，eldeb，一A　KCt　A－A　r　gC12

　　　　×…　×　Sucrose十〇，5％　NaCl
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2．食塩以外の中性無機塩類の影響

　所謂食塩細菌と称される細菌の発育には食塩が必ず必要であるのか，または単に浸透圧を附与すれば他

の塩類でもこれに置換し得るかと云う点，及び食塩に引導する無機塩単独の場合の影響を併せて知りたい

と考えこの実験を行った．

　中性塩類としてはK：C1，　MgCI2，　NaCl，　Na2SO4，　MgSO4及びCaC12の6種を用いて実験した．

　Figure　1に示したように」7ibrio　sp。　No．10の場合：Na2So4でもかなりの発育を示し，若しこれを

浸透圧式P＝ic　RTに入れて見るとNa2So4では浸透圧は3／2となりNaClに稽々近似した曲線となるで

あろう．然し：NaCl単独の場合には及ばない．この関係はFlannery等3）が7ibrio　costicolusに就いて

行った実験結果とよく一致するようである．

　：Figure　2のMicrococcus　sp・No．2の場合も略々同様であって，浸透圧も関係するがこれのみでは説

明されずやはり食塩の独自の効果が多分に影響するようである．

3．1Mo1食塩中に混合した他の塩類の影響

　両菌共に略々6％食塩濃度に最適発育を示す．この場合他の中性塩類を添加しその促進叉は阻害の影響

を試験した．
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Fig．　3．　Effect’of　various　salts　on　the　growth

　　of　’Vi6rio　sp．　lilrN［o，10　in　media　containing　l

　　Mol　sodium　chloride　（300C，，　24　hours
　　culture）．

　　×一×　NaCl‘　O一一一e’Na2SO4

　　edig－e　MgSO4
　　es…e　（NH4）2SO4　O一一〇　KCI

　　Odi－O　MgC12　O…O　NHdCl
　　A…A　CaC12
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Fig，　4．　Effect　of　various　salts　on　the　growth　of

　　Micrococczas　sp．　No．2　in　media・containing　1

　　Mo］　sodium　chloride　（250C，　42　hours　culture）．

　　　×一一×　NaCl　g－e　Na29・04
　　　ptrd－re　Mgso4　e…e　（NH4）2so4

　　　0－o　Kcl　o－po　Mg．　c12

　　　0…O　NH4Cl　tCX…A　CaC12

　Vibrio　sp・No．10の300C，24時間後における結果は：Figure　3の如くである．即ち0，IMolのCaC12

が共存すれば全く発育を阻害し，これに反し，MgC12とMgSo4は0，2M・1では促進効果を示した．ま

たKCIは1．2Mol以上存在すれぽNaCl単独の場合と同様であって，恐らく：Na：Kの比率によるも

のでKがNaよりも少い時は僅かに阻害するが，食塩1：Mo1に対しKCIが1　Mol以上あれば全くN批Ci

単独の場合と同様に発育する．又：NH4ClはNaC1と同様の効果を期待したが（NH4）2SO4と共に返っ

て阻害が著しかった。恐らく　NH4＋の利用される結果，生理的酸性となり発育を阻害するものと思われ

る．Micrococcus　sp・No．2はFigure　4に示したが，’Vibrio　sp・No．10と同様にCaC12は阻害する．



116

　　特に0．2M・1のMgSO4の共存は著しく発育を促進した．叉単独KC｛では殆ど発育が認められなかった

が1．0：Mo1食塩と共存するとQ．2：Mo　1で明らかに促進を示し，叉阻害曲線も：NaC1単独と略同様であった．

考 察

　好塩細菌の発育に対する各種塩類の影響を見た以上の結果から考え所謂食塩細菌の発育には高濃度の食

塩を必要とするようであるが，食塩の影響を単に食塩独自の効果あるいは浸透圧のみの効果に簡単に帰す

るζとは出来ない．

　Vi6ri・sp・No．　IOの場合，明らかに：Na2SO4は大部分NaClに置換し得るし・Mictococcus　sp・No．

2でもlMoiの食塩さえあればそれ以上はNaC］でも：KCIでも同様の効果を期待し得る．又：NH4Clで

も略同様の効果がある．これらの事から食塩細菌の発育には或る程度の食塩があればそれ以上は他の無害

な中性塩類，K：Cl，　Na2SO4でも置換する事が出来るようである．また浸透圧を非電解質の糖類で代えた

場合，：Figure　2に示す如く，Glucose，　Sucr・seでもかなりの効果を現し，0．5％：NaClを添加したGlucose

では更にその効果が顕著になる．単に0，5％NaClでは発育しないからこれは明らかにGlucoseの浸透圧

の効果に帰するものでありF】annery等4　i6ri・c・stic・lu9　について同様の結果を得ている．

　以上の事から両食塩細菌の発育は全く高濃度食塩のみに依存するのではなく浸透圧及び食塩の協同の効果

によるものでそれぞれ単一の効果とは限らないようである．

　なお塩蔵魚製造の場合に純塩の利用が食塩の浸透の面からも望ましいが，菌株によって相違するけれど

も少量のM9塩，　KC1の様な狭雑塩は好塩細菌の発育を促進し腐敗を速めるであろうと考えられる．従っ

て使用する食塩は塩蔵魚の品質，食塩の浸透e・又好塩細菌の発育の面から見ても可及的純粋のものが望ま

しいものと思う．

総 括

　2株の好理性細菌，Vibrio　sp・No，10及びMicrococcus　sp・’N・o．2の発育に対する食塩及び食塩中

に狭即する無機塩等の影響について試験した．発電共にlMol食塩に最適発育濃度を有し，少量のMg

塩はその発育を促進するが，Ca塩は阻害する。両菌の発育に食塩は必ずしも高濃度を必要とせず少量の

食塩があれば他は影響の少い中性塩或は糖類で浸透圧を附与すれば発育することが出来る．
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